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回転駆動型パルサーとその周囲を取り巻くパルサー風星雲をもつCrabは、パルサー風星雲のプロトタイプとし
て最もよく研究されてきた。硬 X線帯域では、明るく安定した放射をする標準光源として、長年にわたって検出器
どうしのキャリブレーションにも使われてきた。ところが、最近になって、これまで安定していると思われていた
硬X 線の帯域のフラックスが、RXTE, INTEGRAL, Swift, Fermiで長年蓄積してきた観測データから、100 keV
以下のフラックスが数年のタイムスケールでおよそ 10 %変動していることが明らかになった (Wilson-Hodge et
al. 2011)。
そこで、我々は、世界最高感度を誇る「すざく」衛星搭載・硬X 線検出器 (HXD) で観測した 2005 年から 2010

年までのデータを用いて、Wilson-Hodge et al. 2011 と同様の 100 keV 以下のフラックス変動を追認し、一方で、
パルス成分には変動がないことを確かめた。さらに、15 – 500 keVの広帯域でスペクトル形状の変動の兆候をつ
かんだ (2010年度 天文学会春季年会)。今回は、HXDのデータを用いてさらに詳細な検証を行い、フラックス変
動とスペクトル変動の相関を精査した。また、120 keV付近にあるスペクトルの折れ曲がり前後で、これらの相
関に違いがないかも探査した。本講演ではこれら観測結果から、Crabの変動について物理的モデルを検証した結
果についても報告する。


